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三沢市国民健康保険運営協議会 議事録（概要） 

 

１．日時：令和元年８月２２日（木）午後１時３０分から 

 

２．場所：三沢市役所 本館４階 大会議室 

 

３．出 席 者 

（委 員） 

公 益 代 表：山本 彌一、加澤  明、遠藤 泰子、田嶋 孝安 

保険医保険薬剤師代表：樋口 茂樹、小西 史人、澤上 大樹 

被 保 険 者 代 表：鷹架 良子、坂本 幸子、畑山 陽子、種市 嗣彦 

被用者保険等代表：山下 秀樹 

（事 務 局） 

市 民 生 活 部 長：山本 優 

国 保 年 金 課 長：中村 祐子   副参事兼課長補佐：山本 新一 

国 保 係 長：一戸 剛 

４．欠 席 者 

保険医保険薬剤師代表： 中山 宏祥 

 

５．議 事 

 

〈開会：１３時３０分〉 

司 会： それでは、定刻となりましたので、三沢市国民健康保険運営協議会を開催 

いたします。 

はじめに、委員の交代がありましたので、委嘱辞令の交付を行います。山下様 

その場でご起立して辞令をお受け取り下さい。 

（部長から委嘱状の交付） 

以上で、委嘱辞令の交付を終わります。 

次に事務局職員に異動がありましたので、改めて紹介いたします。 

（事務局員紹介） 

司  会：続きまして定足数についてご報告いたします。本日は、中山委員が欠席となって 

おります。本日の出席委員数は１２名で定足数を満たしておりますので、本日の 

会議は成立することを報告いたします。 

それでは、山本会長よりご挨拶をお願いいたします。 

 

会 長： 本日は各委員の皆様におかれましては、ご多用のところ、ご出席を賜り心から 

厚くお礼申し上げます。また、新たに委員となりました山下様にはよろしくお願 

いいたします。 

さて本日は、平成３０年度三沢市国民健康保険特別会決算見込みが議題となっ 

ております。制度改正により、財政の運営主体が青森県になって初めての決算と 

なります。皆様のご意見を頂きながら進めて参りたいと考えていますので、なに 

とぞ慎重にご審議の程、よろしくお願い申し上げまして、挨拶といたします。 

よろしくお願いします。 

 

司 会： ありがとうございました。それでは、これより議題に入ります。 

議長は、協議会規則第３条により、会長が務めることと定められておりますので、 

山本会長には、会議の進行をお願いいたします。 
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議 長： それでは、暫時の間会議を進行させていただきます。それでは審議に入る前に 

本日の議事録署名人２名を決めたいと思います。会長に一任していただけますで 

しょうか。よろしいでしょうか。 

 

（「はい」という声あり） 

 

議 長：遠藤委員と坂本委員の両名を議事録署名人といたします。よろしくお願いします。 

 それでは、早速ではございますが次第に従いまして進めてまいります。議題１、 

平成３０年度三沢市国民健康保険特別会計決算見込みについて、事務局からご説 

明を願います。 

 

（部長から決算見込みについて説明） 

 

議 長： それでは、ただいまの事務局の説明に対して、質疑、討論を併せて行います。 

ご意見ご質問のある方は挙手をして発言くださるようお願いします。 

     どなたか、ご意見等ございませんか。何かございませんか。 

 

山下委員： 協会健保の山下と申します。８月１日付で異動となりました。どうぞよろしく 

お願いします。２点質問です。先ほど、会長と部長からお話がありましたが、３０ 

年度から理財政を県が行うと大きく仕組みが変わりましたけど、今回１年間事業 

を行う中で大きな問題とかはあったのでしょうか。特に支障はないと思いますが 

その辺の状況ですとか、新たな課題とかあれば教えていただきたいと思います。 

 

議 長： はい、答弁をお願いします。 

 

事 務 局： ただ今の質問に対してですが、１年間を通しまして業務が停滞するような大き 

な問題はございませんでした。あと、県から示される数値ですが当市の議会等の 

日程に対し非常にタイトな期間で来ることが多く事務的に負担が大きかったかな 

と思います。以上になります。 

      

議 長： よろしいですか。その他何かございませんか。 

 

山下委員： あの１点教えてください。歳入のですね、繰入金の一般会計繰入金というのは、 

今後は無くなるという形だったと思うのですが。 

 

事 務 局： 一般会計からの繰入金ですが、これは法定内の繰入れになりますので、これは 

継続となります。決算の赤字補填目的などの一般会計からの繰入金は今後無くな 

ります。時期的には赤字の市町村に対しては、速やかにとなっています。 

三沢市は、赤字ではないので対象外となっています。 

 

議 長： それでは、ほかにございませんか。無いようですので、質疑討論を終わります。 

直ちに採決します。平成３０年度三沢市国民健康保険特別会計決算見込みについ 

ては、を承認することにご異議ございませんか。 

 

（ 「なし」という声あり ） 
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議 長： はい、異議なしということでありますので、よって平成３０年度三沢市国民健 

康保険特別会計決算見込みについては、承認することにいたします。次にその他 

について、事務局からから説明を願います。 

 

（中村課長から国民健康保険団体連合会上十三支部運営協議会委員研修会の説明） 

 

議 長： それでは、ただ今の事務局の説明に対して質問はございますか。 

 

（ 「なし」という声あり ） 

 

議 長： それでは、最後に委員の皆さんから何かお聞きしたいことはありませんか。 

 

遠藤委員： 保健と医療、国保とか色々連携をとっていく研修を受けさせてもらっています 

が、保健相談センターの保健師さんとか国保の職員とかとこうゆう形で連携をと 

っているとか、何かありますか。 

 

事 務 局： はい、現在、国民健康保険事業で進めています、糖尿病性腎症の重症化予防につ 

きましては、昨年まではできていなかったのですが、今年から保健相談センター 

の保健師と共同でプログラムを作成しまして、地区医師会長さんや中山先生のご 

協力を得ながら事業として進めているところであります。あと、現在検討中のも 

のもあり、保健相談センターの保健師とは定期的に相談をしながら事業を進めて 

いるところであります。 

 

遠藤委員： ありがとうございます。やはり、連携がすごく大事であり健康や国保の活動に 

つながるということで、いろいろ検討してるということなので、今後もお知らせ 

いただければと思います。これは要望です。 

 

山下委員： 今、連携という話がでましたけれども、私どもも協会健保ということで、サラ 

リーマンの方やその扶養者の方などについて、保健指導や健診を行っておりまし 

て、健診は５０％以上ということなんですけれども、中身については、扶養者の 

方は２０％から３０％と非常に低い数となっています。国保さんのガン検診とか 

集団健診とかでいろいろご協力を頂いております。連携ということですので、今 

後も是非ともよろしくお願いします。もう１点、収納率なんですけれども、三沢 

市さんは口座振替の率が県内でもトップの方の数値だったと思いますが、何か特 

別にやっていることがあるのでしょうか。 

 

中村課長： 今現在、特に勧めているというものは無いのですけれども、お電話なり、窓口 

にお客様がおいでになった時にお声がけをする程度でございます。特別何かチラ 

シを配るとか、キャンペーンをしているとかはございません。 

 

議 長： 他にございませんか。ありませんか。無いようですので以上、本日提案された議 

案すべて議了いたしました。ご協力誠にありがとうございました。本日は、大変 

お疲れさまでした。 
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司 会： 以上をもちまして、三沢市国民健康保険運営協議会を終了いたします。 

皆さま大変お疲れ様でした。 

 

 

〈閉会：１４時２０分〉 

 

 

令和元年８月２２日開催の三沢市国民健康保険運営協議会は、以上のとおりである。 

 

 

三沢市国民健康保険運営協議会議長  山 本  彌 一   

 

 

議事録署名人  遠 藤  泰 子   

 

 

議事録署名人  坂 本  幸 子   


